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研究要旨 

東北地方のがん診療連携拠点をはじめとしたがん薬物療法を行っている病院間で化学療法の均てん

化を進める事を目的として、web 上で化学療法症例検討会 Tumor Board が開催可能なシステムを構築し

た。また、臨床試験のコントロールアームとなる標準プロトコールを web 上で検討する、プロトコー

ル審査システムも構築・運用も開始した。これらの事が、臨床試験の推進につながると考えられる。 

 

A. 研究目的 

臨床試験の推進を通して、東北地方のがん診療

連携拠点病院を中心としたがん薬物療法を行っ

ている病院の化学療法の均てん化を進める事を

目的とする。 

このために、症例検討システムを構築と運用を

通して臨床試験の対象となる症例はどのような

ものか共通の理解を得、更に標準化学療法につい

てコンセンサスを得るためにプロトコール審査

システムの構築が必要と考える。 

臨床試験を行う事は、そのコントロールアーム

となる標準化学療法に対する理解に繋がり、その

推進ががん化学療法の均てん化に重要と思われ

る。 

 

B. 研究方法 

東北がんネットワークの既設のホームページ

(http://www.tohoku-cancer.com/)から ID・パス

ワード認証で入り web 上で化学療法症例検討を

行えるTumor Boardを昨年度構築した。今年度は、

試験運用を通してより快適に利用できるようシ

ステムのブラッシュアップを行い、実際の運用を

開始する。また、昨年度同様に構築した標準化学

療法レジメンのプロトコール申請・審査画面を、

試験運用を通してより実用的なシステムに仕上

げ、がん化学療法プロトコール統一事業と協力し

て、標準化学療法プロトコール申請・審査・提供

を行う。 

（倫理面への配慮） 

患者情報を web 上で扱うこととなるため、患者

の個人を特定できるような情報は web 上に載せ

ない。また、セキュリティーレベルの一段高いサ

ーバーを使用し、暗号化を行って情報のやり取り

を行う。 

 

C. 研究結果 

昨年度構築した症例検討・プロトコール審査シ

ステムでは、参加する会員を東北地区のがん診療

連携拠点病院に限定していたが、システムに参加

を希望する全国の病院に会員を募れるようにシ

ステム変更を行った。また実際に利用会員を募り、

東北地区に新潟県を加え 55 名が会員登録を済ま

せシステムに参加している。 

また、症例検討を行う会員と標準プロトコール

審査を行う会員といった権限設定も追加して、セ

キュリティーを高めるとともに無駄なお知らせ

が配信されないように改善した。 

Tumor Board システムでは、初期画面に相談し

たい症例に関し病歴等や相談内容を入れて、画像

情報も添付可能な作りとした。症例が投稿された

ら、参加医師に知らせるため、自動でメールが配

信されるようにし、このメールで簡単な相談内容

の確認とweb siteへすぐ行けるリンクを貼った。 

相談症例に対して、コメント画面も作成した。

議論を深めるために根拠となる文献を pdf ファ

イルで添付を可能にし、コメントが投稿されると

参加医師全員にコメントがなされた事を知らせ

るメールが配信され、議論を続くとコメントが



次々追加されていくようにした。 

5 症例について検討を試験的に行い、システム

動作を確認、システム上不都合な点を掘り起こし、

更にシステムのバージョンアップをして、本運用

を開始した。 

化学療法プロトコール審査システムも、基本的

な流れは症例検討システムと同様とした。試験運

用を行ったところ、議論の中で excel ファイルの

添付が必須という事がわかり、添付可能にシステ

ムを改良した。また、メール配信システムを使用

し、議論が途中で止まらないよう工夫も行った。

また、がん化学療法プロトコール統一事業とも連

携してすでにある標準プロトコールに、議論した

新しい標準プロトコールが追加され web 上で掲

載されるようにした。 

症例検討とプロトコール審査を通して、東北地

区の医療機関同士での緊密な連携と臨床試験の

必要性の啓もうに役立つものと考えている。 

また、本システムは東北地区だけではなく他の

地区の病院とも共有可能なシステムに再構成し

たので、更にネットワークを広げることを考えて

いる。 

 

D. 考察 

東北地区広域にわたる地域がん連携拠点病院

やがん化学療法に取り組んでいる病院間で、症例

ベースで意見交換を行うTumor Boardが順調に運

用されれば、従来治療に難渋していた症例に関す

る情報を持ちあう事で薬物療法に関して診療能

力の均てん化が図られると考えられる。また、こ

うした取り組みを進める中で、今後推し進めてい

かなければならない臨床試験の発想も出てくる

ものと考えられる。 

化学療法プロトコール審査が東北地区にいる

専門家の力を結集して行う事が出来るようなれ

ば、質の高い審査を行うとともに、これまで施設

毎で行っていたプロトコール審査の質の担保と

省力化に繋げられると期待される。 

 

E. 結論 

東北がんネットのホームページから ID・パス

ワード認証で入る事が可能な、化学療法症例検討

行う Tumor Board を web 上に構築し、運用を開始

した。更に標準化学療法レジメンのプロトコール

申請・審査画面も web 上で構築し、がん化学療法

プロトコール統一事業と連動しながら、がん化学

療法の標準化を行う体制を整えた。 

これらの事で、東北地区での臨床試験の活発化

が図られるものと考えている。 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1． 特許取得 

特記なし 

2． 実用新案登録 

特記なし 

3． その他 

特記なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


